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宝塚野鳥の会 宝塚市すみれ賞(環境保全功労)を受賞 

                         会長 片山 忠 
 3 月 1 日、宝塚市役所市民ホールにおいて、平成 
29 年度宝塚市特別賞・市民文化賞・市民スポーツ賞 
・すみれ賞の表彰式がありました（受賞者名は市広 
報 2 月号の P10）。このたび宝塚野鳥の会はすみれ賞   ＜写真①＞ 
(環境保全功労)を受賞いたしました。永年にわたる会  縦 7cm→6cm に 
員の皆様のご努力の賜物であります。これをバネにし 
てこれからもさらに発展していきましょう。 
 表彰状の本文は大変うれしい内容となっていますの 
でここに披露いたします。 
 （表彰状本文） 貴会は永きにわたり野鳥の生態調 
査を通じて環境の変化の公表や保護活動への提言を行  表彰状を持つ会長 
うとともに幅広い世代の方々が地域の環境について学 
ぶ機会を提供されました。 
 これは自然を好きになり大切にする市民を育むとと 
もに本市の環境保全の推進に大きく貢献されるもので   ＜写真⑤＞ 
あります よってここにすみれ賞を贈りその功績を讃  縦 7cm→6cm に 
えます 
  平成三十年（2018 年）三月一日 
     宝塚市長 中川 智子 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
                            記念品 

「たからづか環境マイスター」に会長が認定される 
会長 片山 忠 

 宝塚市は地域の環境保全活動のリーダーとして「たからづか環境マイスタ

ー」を認定しています。第 1 号は足立勲氏(宝塚市自然保護協会)で、第 2 回

は、本年 1 月 19 日に次の 6 名が認定されました。宝塚野鳥の会会長 片山

忠もその一員となりました。 
 小川恭弘（宝塚エコネット）    片山忠 （宝塚野鳥の会） 
 竹谷輝夫（温暖化防止活動推進員） 土井喜夫（櫻守の会） 
 古沢敬一（新明和工業㈱）     山本義和（武庫川流域圏ﾈｯﾄﾜｰｸ） 
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裏表紙に寄せて 

             

 今年も梅から桜へと、季節はとどこおりなく移ってゆく。これまでにない 
寒い年だったと思いつつ。来年もまた同じような事を云うのだろうか。 
 武庫川のスペシャリスト石井さんの案内で珍しいツクシガモを観た。 
冬鳥として、九州北部に飛来していたと云うから「筑紫ガモ」と云うのだろ

うか？ 近年は西日本にも分布を拡げているそうである。やはり、季節の変

化によるものなのか。 
 一羽だけで旅をしていたのか、武庫川の堰で今年は多いオオバンやヒドリ

ガモたちと、つかず離れずのところで、遠目でも白黒と赤い嘴がはっきりと

目立つ姿で浮かんでいる。 
 おおラツキー！！・・・紅色の嘴に、緑がかつた黒の羽根と白い腹。胸か

ら栗色の帯も明瞭なコントラスト。 

 「容姿 ㊝ しっかり覚えたよ！」 ゆうゆうと披露してから思いっき

り水を切って、高く飛び立った。白と黒の美しい羽根。 

「ブーメラン」 「ブーメラン」 飛んで 飛んで又元の水辺に

帰ってスイーと浮かんだ。 
 こんな鳥が一羽でも観られて、今年の冬の探鳥は「ラッキー」だった。 

松村基子 
 

 
 
★ツクシガモ(筑紫鴨  全長 58～67cm 翼開長 110～133cm 
 カモ目カモ科に属する鳥類の一種。ユーラシア大陸の温帯部に広く分布する大型の

カモで、日本には、少数が冬鳥として有明海などの九州北部の干潟に飛来する。マガ

モより大きく、カモ類とガン類のほぼ中間くらいの大きさである。 
 カモ類に珍しく雌雄同色であるが、♂の額にはガチョウと同様の嘴と一体になるコ

ブがある。越冬地では、干潟や、内湾に生息し、主に甲殻類や貝類、藻のほか、小さ

な魚や昆虫などの水生動物を捕食する。                 以上 
出典 ウイキペディア 
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